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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期連結
累計期間

第54期
第２四半期連結
累計期間

第53期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （千円） 8,433,387 8,716,740 17,055,196

経常利益 （千円） 370,558 522,613 803,990

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 239,526 346,602 513,874

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 251,659 342,262 538,409

純資産額 （千円） 6,697,211 7,291,389 6,983,921

総資産額 （千円） 9,532,090 10,366,868 9,727,775

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 68.84 99.62 147.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 70.3 70.3 71.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 351,258 818,879 669,545

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △260,931 △128,813 △529,616

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △56,892 △50,212 △73,528

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,050,664 3,723,483 3,083,629

 

回次
第53期

第２四半期連結
会計期間

第54期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 45.83 44.40

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策を背景に緩やかな回復基調で推移

し、企業収益や雇用・所得環境の改善が見られます。

一方で、米国の政策動向に伴う影響や、新興国経済の成長鈍化の懸念、並びに米国と北朝鮮をめぐる地政学的リ

スク等、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループが拠点を構える北海道の経済におきましては、民間の設備投資は減少しているものの、住宅建設の

増加や、新幹線の開業等による来道観光者数の増加等により、緩やかな回復基調が続いております。

医療業界におきましては、医療費抑制政策が強化される中、社会的要請に対応するため、厳しい環境変化への対

応が求められており、引き続き各企業は、より一層の経営の効率化及び合理化が求められております。

このような状況の下、当社グループは、医療機関の多様化するニーズに応えた営業活動を展開し、継続的な企業

価値の向上を実現すべく、各事業において新規顧客の獲得や新規調剤薬局店舗の開局、サービス品質の向上に努め

ると共に、引き続き経費効率を重視した収益基盤の強化に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高8,716百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益509百万

円（同45.5％増）、経常利益522百万円（同41.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益346百万円（同44.7％

増）と増収増益になりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①　臨床検査事業

　臨床検査事業におきましては、前期及び当期に獲得した新規顧客との取引が順調に推移し、人材、設備への

投資計画を一部繰延べしたことから、売上高2,879百万円（前年同期比3.7％増）、セグメント利益182百万円

（同87.1％増）と前年同期を大きく上回りました。

②　調剤薬局事業

　調剤薬局事業におきましては、調剤薬局を新規に１店舗開局し、前期に開局した店舗及び既存の店舗が堅調

に推移したことに加え、設備投資計画の実施を一部繰延べしたことから売上高5,416百万円（同4.7％増）、セ

グメント利益496百万円（同14.9％増）と前年同期を上回りました。

③　医療機器販売・保守事業

　医療機器販売・保守事業におきましては、大型備品の販売が前年同期を下回ったことから売上高380百万円

（同14.6％減）、セグメント損失３百万円（前年同期はセグメント利益１百万円）になりました。

④　その他の事業

　臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守におきましては、売上高39百万円（前年同期比0.5％減）、セ

グメント利益27百万円（同0.8％減）になりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、3,723百万円

（前年同期比22.1％増）になりました。

各連結キャッシュ・フローの状況と増減要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、前年同期に比べ467百万円増加し、818百万円（同133.1％増）になりまし

た。主な要因は、法人税等の支払額68百万円（同130百万円減）及び売上債権の増加額47百万円（前年同期は245

百万円の減少）がありましたが、税金等調整前四半期純利益521百万円（前年同期比153百万円増）、減価償却費

162百万円（同20百万円増）、賞与引当金の増加額117百万円（同13百万円減）、仕入債務の増加額26百万円（前

年同期は238百万円の減少）によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動で使用した資金は、前年同期に比べ132百万円減少し、128百万円（前年同期比50.6％減）になりまし

た。主な要因は、有形固定資産の売却による収入24百万円（同24百万円増）がありましたが、有形固定資産の取

得による支出143百万円（同118百万円減）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって減少した資金は、前年同期に比べ６百万円減少し、50百万円（同11.7％減）になりました。

主な要因は、長期借入金の返済による支出８百万円（同３百万円減）及び配当金の支払額34百万円（同３百万円

減）であります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、臨床検査事業における札幌医科大学

との共同研究費用であり５百万円であります。

(5）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,216,000 4,216,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

札幌証券取引所

単元株式数

100株

計 4,216,000 4,216,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備
金増減額
（千円）

資本準備
金残高
（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 4,216,000 － 983,350 － 1,015,270
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（６）【大株主の状況】

   

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

伊達　忠一 札幌市厚別区 1,106 26.24

株式会社ＬＳＩメディエンス 東京都千代田区神田１丁目13番４号 250 5.92

伊達アセットマネージメント合同

会社
札幌市厚別区もみじ台南３丁目３番15号 210 4.99

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY（常任代理人　株式会社

みずほ銀行）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A
194 4.62

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西３丁目７番地 173 4.12

株式会社北海道銀行 札幌市中央区大通西４丁目１番地 173 4.12

CBNY-CITYBANK N.A.PRIVATE BANK

（常任代理人　シティバンク銀行

株式会社）

3RD FLOOR,333 WEST 34TH STREET NEW

YORK 10001 U.S.A
108 2.56

萬田　直紀 札幌市中央区 103 2.45

上光証券株式会社 札幌市中央区北１条西３丁目３番地 80 1.89

札幌臨床検査センター社員持株会 札幌市中央区北５条西18丁目９番地１ 61 1.45

計 － 2,462 58.40

　（注）1.上記のほか、自己株式が736千株あります。

2.平成29年９月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、フィデリティ投信

株式会社が平成29年８月31日現在で254,400株保有している旨が記載されております。

しかしながら、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができないため、上記

の大株主の状況に含めておりません。

なお、当該大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

フィデリティ投信株式会社 東京都港区六本木7丁目7番7号 254 6.03
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　736,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,478,900 34,789 －

単元未満株式 普通株式　　　　600 － －

発行済株式総数 4,216,000 － －

総株主の議決権 － 34,789 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式83株が含まれております。

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計　（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

札幌臨床検査センター株

式会社

札幌市中央区北５条

西18丁目９番地１
736,500 － 736,500 17.47

計 － 736,500 － 736,500 17.47

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,134,643 3,774,498

受取手形及び売掛金 2,724,915 ※２ 2,772,506

商品及び製品 523,443 517,393

仕掛品 14,493 7,974

原材料及び貯蔵品 54,920 56,186

繰延税金資産 74,785 74,815

その他 117,879 78,568

貸倒引当金 △33,772 △33,637

流動資産合計 6,611,308 7,248,306

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,050,819 2,060,563

減価償却累計額 △1,292,248 △1,267,754

建物及び構築物（純額） 758,570 792,808

機械装置及び運搬具 39,193 36,673

減価償却累計額 △33,068 △32,144

機械装置及び運搬具（純額） 6,125 4,528

工具、器具及び備品 2,708,758 2,736,679

減価償却累計額 △2,221,387 △2,276,965

工具、器具及び備品（純額） 487,371 459,713

土地 1,061,696 1,052,372

リース資産 66,459 82,122

減価償却累計額 △36,943 △39,704

リース資産（純額） 29,516 42,418

建設仮勘定 500 －

有形固定資産合計 2,343,780 2,351,841

無形固定資産   

その他 97,746 95,631

無形固定資産合計 97,746 95,631

投資その他の資産   

投資有価証券 137,194 133,448

長期貸付金 3,497 1,110

長期前払費用 29,412 33,646

差入保証金 259,213 252,045

繰延税金資産 130,933 130,535

その他 133,547 137,998

貸倒引当金 △18,858 △17,696

投資その他の資産合計 674,940 671,088

固定資産合計 3,116,467 3,118,561

資産合計 9,727,775 10,366,868
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,040,961 ※２ 2,075,137

短期借入金 13,316 4,981

リース債務 12,217 12,913

未払法人税等 102,982 201,860

賞与引当金 115,357 232,432

未払金 73,758 80,276

資産除去債務 － 2,900

その他 129,859 198,728

流動負債合計 2,488,453 2,809,229

固定負債   

リース債務 20,708 34,513

役員退職慰労引当金 60,674 64,366

退職給付に係る負債 18,515 18,933

長期未払金 148,570 141,505

資産除去債務 2,000 2,000

その他 4,930 4,930

固定負債合計 255,400 266,249

負債合計 2,743,853 3,075,479

純資産の部   

株主資本   

資本金 983,350 983,350

資本剰余金 1,015,270 1,015,270

利益剰余金 5,459,411 5,771,219

自己株式 △504,653 △504,653

株主資本合計 6,953,377 7,265,186

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 30,543 26,203

その他の包括利益累計額合計 30,543 26,203

純資産合計 6,983,921 7,291,389

負債純資産合計 9,727,775 10,366,868
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 8,433,387 8,716,740

売上原価 5,900,627 6,009,443

売上総利益 2,532,759 2,707,297

販売費及び一般管理費 ※ 2,182,430 ※ 2,197,493

営業利益 350,329 509,803

営業外収益   

受取利息 495 380

受取配当金 4,205 1,818

受取賃貸料 24,313 22,746

その他 18,882 11,824

営業外収益合計 47,896 36,769

営業外費用   

支払利息 752 676

賃貸収入原価 24,635 22,596

その他 2,279 686

営業外費用合計 27,667 23,959

経常利益 370,558 522,613

特別利益   

固定資産売却益 23 1,233

特別利益合計 23 1,233

特別損失   

固定資産売却損 22 －

固定資産除却損 2,805 479

減損損失 － 1,737

特別損失合計 2,827 2,216

税金等調整前四半期純利益 367,753 521,630

法人税等 128,227 175,027

四半期純利益 239,526 346,602

親会社株主に帰属する四半期純利益 239,526 346,602
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 239,526 346,602

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 12,132 △4,340

その他の包括利益合計 12,132 △4,340

四半期包括利益 251,659 342,262

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 251,659 342,262

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 367,753 521,630

減価償却費 141,547 162,387

減損損失 － 1,737

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,703 3,691

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,508 417

賞与引当金の増減額（△は減少） 130,480 117,074

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,862 △1,295

受取利息及び受取配当金 △4,700 △2,199

支払利息 752 676

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △1,233

有形固定資産除却損 2,805 479

預り保証金の増減額（△は減少） △1,052 －

売上債権の増減額（△は増加） 245,326 △47,622

たな卸資産の増減額（△は増加） △85,785 11,301

仕入債務の増減額（△は減少） △238,471 26,663

未収消費税等の増減額（△は増加） △9,986 42,321

その他の資産・負債の増減額 △6,115 49,604

小計 545,902 885,634

利息及び配当金の受取額 4,401 1,952

利息の支払額 △740 △638

法人税等の支払額 △198,305 △68,068

営業活動によるキャッシュ・フロー 351,258 818,879

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △262,073 △143,818

有形固定資産の売却による収入 24 24,993

無形固定資産の取得による支出 △9,036 △13,005

投資有価証券の取得による支出 △298 △297

長期貸付金の回収による収入 2,327 2,386

その他 8,124 927

投資活動によるキャッシュ・フロー △260,931 △128,813

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △12,020 △8,335

リース債務の返済による支出 △6,640 △7,104

配当金の支払額 △38,231 △34,772

財務活動によるキャッシュ・フロー △56,892 △50,212

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 33,434 639,853

現金及び現金同等物の期首残高 3,017,229 3,083,629

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,050,664 ※ 3,723,483
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 (税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

 連結子会社以外の会社等の借入金等に対して、次のとおり債務保証を行っております。

   従業員の金融機関からの住宅取得資金等の借入金に対する保証

前連結会計年度
（平成29年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

従業員２名 409千円 従業員１名 112千円

 

なお、上記のほか、当第２四半期連結会計期間において、当社取締役１名の債務不履行に備え、250,000千円

の保証予約を行っております。

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形 －千円 651千円

支払手形 － 23,651

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
　　至 平成29年９月30日）

役員報酬 54,690千円 57,240千円

給与手当 949,996 952,070

賞与引当金繰入額 165,197 162,175

退職給付費用 36,542 10,491

役員退職慰労引当金繰入額 3,703 3,691

減価償却費 63,962 59,419

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 3,101,675千円 3,774,498千円

預入期間が３カ月を超える定期預金等 △51,011 △51,041

現金及び現金同等物 3,050,664 3,723,483
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（株主資本等関係）

 

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 38,273 11 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 34,794 10 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日 至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,775,814 5,171,737 445,909 8,393,461 39,926 8,433,387

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 354,055 354,055 684 354,739

計 2,775,814 5,171,737 799,965 8,747,517 40,610 8,788,127

セグメント利益 97,541 432,551 1,238 531,331 27,906 559,237

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 531,331  

「その他」の区分の利益 27,906  

セグメント間取引消去 3,722  

全社費用（注） △212,630  

四半期連結損益計算書の営業利益 350,329  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日 至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,879,689 5,416,338 380,989 8,677,016 39,723 8,716,740

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 322,692 322,692 645 323,337

計 2,879,689 5,416,338 703,682 8,999,709 40,368 9,040,078

セグメント利益又は損失

（△）
182,463 496,859 △3,768 675,554 27,682 703,236

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 675,554  

「その他」の区分の利益 27,682  

セグメント間取引消去 5,670  

全社費用（注） △199,103  

四半期連結損益計算書の営業利益 509,803  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、取締役会で決議された来期移転店舗の移設不能資産を平成30

年３月末の見積帳簿価額にて算定し、減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において1,737千円であります。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 68円84銭 99円62銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
239,526 346,602

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
239,526 346,602

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,479 3,479

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

札幌臨床検査センター株式会社(E04950)

四半期報告書

19/21



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月13日

札幌臨床検査センター株式会社

取締役会　御中

 

清明監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 島貫　幸治　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 北倉　隆一　　印

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている札幌臨床検査セ

ンター株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月

１日から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、札幌臨床検査センター株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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